
分科会予稿・資料

愛知大学三遠南信地域連携研究センター
文部科学省 共同利用・共同研究拠点「越境地域政策研究拠点」

越境地域政策研究フォーラム

主催：三遠南信地域連携研究センター

場所：愛知大学豊橋校舎
（愛知県豊橋市町畑町1-1）

日時：2015年1月31日(土)

〒441-8522 愛知県豊橋市町畑町1-1
TEL：0532-47-4157 FAX：0532-47-4576 E-mail:：sen-center@ml.aichi-u.ac.jp

分
科
会
２

越境地域とリスク管理
〔趣旨〕行政境界で分断されやすいリスク管理，災害対応，環境保全
等の政策課題と,今後の対応についての議論を深める。

・食品由来リスクの越境管理：功刀由紀子（愛知大学）

・越境地域と獣害対策：佐藤正之（愛知大学）

・大規模災害時における地域連携と広域後方支援に関する政策研究
：西堀喜久夫（愛知大学）

・三河湾への栄養塩及び水銀流出負荷量の算出
：井上隆信（豊橋技術科学大学）

・避難所の空間配置と行政区界を超えた有効利用に関する研究
：於家（上海師範大学）

・地域住民のアクセシビリティを考慮した避難圏の検討
：山元隆稔（愛知大学）

コーディネーター：蒋湧（愛知大学）

コメンテーター：厳網林（慶応義塾大学）
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避 難 所 の空 間 配 置 と行 政 区 界 を超 えた有 効 利 用 に関 する研 究  

於家（上海師範大学）  

 本研究は上海市静安区（面積 7.62km2  、常住人口 24.99 万、そのうち外来人口 6.03

万、人口密度  32,795 人 /km2）を対象に、①  土地利用に基づいた避難所の空間配置、

②  昼夜人口分布に基づいた避難所キャパシティの評価、③  静安区に管轄する 5 つの

行政単位「街道」の行政区界を超えた防災資源の有効利用、 3 つの課題において研究

活動を進んでおります。以下、 2014 年 12 月時点の進捗状況を報告します。  

1.  土地利用と建築物のデータ収集と加工は完了しました。土地利用の情報は、 2010

年航空写真の判読で獲得し、建築物の情報（類別、階層など）は学生の現地調査

によりまとめました。  

2.  人口データの収集と人口分布図の作成は完成しました。昼夜人口は、上海市人口

センサス、経済センサスと学生の現地調査の情報を基づき推計し、実情に踏まえ

た時間別の人口分布を得られました。  

3.  静安区の道路網データ整備は完成し、避難所のアクセスビリティと避難所のサー

ビス力の分析に必要な環境を備えました。  

4.  GIS 空間解析手法を用いた避難所アクセスビリティ、避難人口のカーバー率、避

難所キャパシティなどの分析作業は進行中です。  

5.  最後は、上述の分析結果を踏まえ、「街道」区界を超えた避難所資源の共有と有効

利用における空間分析を行い、行政向けの政策提案を行う予定です。  
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